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3. 与条件の細部検討 

 

3.1. 与条件や過年度成果品の把握と整理 

基本設計を実施するにあたりコザ運動公園に関する上位計画、自然的条件等基本方針の

設定に必要な資料収集、主要な条件を把握した。（過年度の基本計画での整理を参考とする。） 

 

3.1.1. 上位計画・関連資料 

（1） 第５次沖縄市総合計画 基本構想前期基本計画(2021 年) 

沖縄市の将来像である「国際文化観光都市」の実現に向けたまちづくりの方向性や取り

組みを示す計画として第５次沖縄市総合計画基本構想を 2021 年に策定している。 

1） 基本理念 

下記に示す市民の願い、望み、目標として 3 つの基本理念が掲げられている。 

 

 

 

 

 

2） 重点目標 

沖縄市の異国情緒漂う街並みやライフスタイル、50 か国以上の外国人が暮らす国際色豊

かな風土と、伝統文化と異文化が融合した個性的な文化を源泉に、内外を魅了するエンタ

テインメントとビーチ・フロント観光の創出で地域経済をけん引し、さらなる発展をめざ

すことを目的とし、重点目標を下記に示す通りとしている。 

 

 

 

 

 

 

  

 平和で豊かな沖縄市 

 健康で美しい沖縄市 

 明るくて住みよい沖縄市 

「世界にひらき 活力あふれる 国際文化観光都市」 



3-2 

 

3） 都市像 

第 5次沖縄市総合計画基本構想前期基本計画では、都市像を 5つに分けている。 

本業務に関連する都市像である「都市像4 人と産業の成長を支え 発展し続けるまち」

を下記に整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 出典）第 5次沖縄市総合計画 基本構想前期基本計画(2021 年) P28 
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4） 地域資源の磨き上げと魅力発信に取り組む 

●沖縄アリーナの充実 

沖縄アリーナは、琉球ゴールデンキングスのホームゲームをはじめ、「FIBA バスケット

ボールワールドカップ 2023」等、全国的・世界的な大会の開催が決定されているとともに、

有名アーティストによる全国ツアーの開催なども期待され、沖縄市の新たなランドマーク

として、滞在型観光の大きな吸引力となることから、中心市街地をはじめ、周辺地域への

波及効果を高めていく必要がある。 

したがって、スポーツ興行や音楽コンサート等、内外を魅了するエンタテインメントの

拠点施設として、沖縄アリーナの機能向上や多様なイベントの誘致・開催に取り組むとと

もに、駐車場等を含めた周辺環境の整備をすすめ、中心市街地をはじめ、周辺施設との回

遊性向上によるにぎわい創出や地域経済の活性化を図る。 

 

5） スポーツの力による活気あるまちづくりを推進する 

●スポーツコンベンションの推進 

国は、観光立国の一つとして「スポーツ観光」を推進するため、平成 23年に「スポーツ

ツーリズム推進基本方針」を策定した。県においても、「スポーツアイランド沖縄」の実現

を掲げ、スポーツツーリズムの聖地の確立に向けて国際大会の誘致や代表選手を招いたス

ポーツイベントの運営、その実行主体としてのスポーツコミッション沖縄の機能強化など

をおこなっている。沖縄市においては、平成 8 年の「スポーツコンベンションシティ」宣

言以来、県内最大規模の二つの運動公園が立地する恵まれた環境を活かし、プロ・アマを

問わず様々なスポーツ大会や合宿等を積極的に受け入れるとともに、広島東洋カープの春

季キャンプや沖縄市をホームタウンとする FC 琉球（Jリーグ）・琉球ゴールデンキングス

（B リーグ）、サブホームタウンとするパナソニックパンサーズ（V リーグ）の公式戦、お

きなわマラソンの開催などにより県内外から多くの観戦者や参加者が沖縄市を来訪してい

る。沖縄アリーナの完成により、国際大会の開催が可能になることから、トップアスリー

トの滞在ができるよう地元観光関連事業者の連携強化やおもてなしの向上が求められてい

る。スポーツ合宿等の受入れについては、冬場における施設利用者の過多や施設利用の日

程調整が課題となっており、また、スポーツ施設・宿泊施設の予約や、交通、医療、飲食・

レジャーなど、合宿受入に特化した受入体制の強化が求められている。さらに、「FIBA バ

スケットボールワールドカップ 2023」開催に向けた応援機運の醸成や受入体制の構築とと

もに、開催機会を活かしたスポーツツーリズムの高付加価値化を図っていく必要がある。 

関係団体等との連携によりスポーツ合宿や国際大会等の誘致・受入に取り組むとともに、

沖縄市をホームタウン、サブホームタウンとするプロスポーツチーム等の活動支援や応援

機運の醸成に取り組む。沖縄アリーナで開催が予定されている「FIBA バスケットボールワ

ールドカップ 2023」について、地域をはじめ、県・周辺自治体、関係機関との連携による

受入体制の構築に取り組むとともに、開催を契機に、スポーツのまちとしてのさらなる認

知度向上や国際大会等の誘致・受入につなげる。 
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●スポーツツーリズムの推進 

スポーツ観戦客等について、イベント前後に中心市街地に立ち寄ることは多くなく、市

内経済への波及効果の拡大が課題となっている。また、ツーリズム等の観光業のみならず、

周辺産業も含め、スポーツと観光を融合した戦略を構築する必要がある。 

したがって、スポーツと地域の魅力を掛け合わせたツーリズムを推進し、交流人口の拡

大促進や地域経済の活性化を図る。 

 

（2） 沖縄市都市計画マスタープラン(令和 2年 3月) 

沖縄市では平成 8 年 3 月に沖縄市都市マスタープラン(以下：マスタープラン)を策定し、

平成 22 年 3 月に計画を見直し、それから約 10 年が経過していることから長期的な視点に

立った基本目標や方向性を見直すため、令和 2 年 3 月に改訂している。 

改訂されたマスタープランより本公園に関する資料を抜粋した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2 年 3 月) P2 

1） 役割 

マスタープランの役割を次の通りとしている。 

 

 

 

 

 

 

図 3.3 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2 年 3 月) P3 
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2） 公園整備の動向 

沖縄市での公園整備動向は以下の通りである。 

 

沖縄市には、街区公園 53 箇所（面積計：10.96ha）、近隣公園 10 箇所（面積計：16.40ha）、 

総合公園 2 箇所（面積計：25.70ha）、運動公園 1 箇所（面積計：37.50ha）、広域公園 1 

箇 所（面積計：47.70ha）、都市緑地 7 箇所（面積計：9.20ha）、合計で 86 箇所、166.43ha 

の 都市公園が計画されている。 一人当たり公園整備面積は 8.7 ㎡/人であり、目標整備水

準とされる 20.0 ㎡/人に満たないが、中部広域都市計画区域や全国の平均より大きい値と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2 年 3 月) P31 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5 出典）中部広域都市計画「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針(令和 4年) 

P34 

 

3） 沖縄市の課題 

沖縄市全体に関する課題として、マスタープランでは 18 項目上がっている中、コザ運動

公園と関連する課題は次頁のとおりである。 
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a) 中心市街地の活性化 

中心市街地においては、車社会の進展や大規模小売店舗の郊外立地などの影響から、中 

心部のにぎわいが失われ、人口の空洞化が見られる。近年、空き店舗の割合は、横ばい傾

向 にあり、解消に至っていない。 今後は、魅力ある空間整備や、公共交通システムの導

入、まちなか居住の推進、空き店舗 の解消などにより、中心市街地の活性化が必要であ

る。 

 

b) 自然災害からの減災 

低地や河川、急傾斜地等における防災対策や、災害時の避難路・避難場所の確保と共に、 

地域コミュニティの強化による共助体制の構築等を図り、ハード・ソフトの両面から災害 

に強い都市の形成に取り組む必要がある。 

 

c) 良質で持続可能な社会基盤の形成 

本土復帰以降、沖縄市において道路、公園、下水道などの都市基盤の整備がすすめられ

てきたが、整備後数十年を経て老朽化しつつある施設については、引き続き予防的な修繕

をおこなうなど施設の長寿命化を図る。また、限られた財源のなか、多様化するニーズへ

の対応が求められていることから、官民連携の検討により良質で持続可能な社会基盤の形

成 に努めることが必要である。 

 

d) インターチェンジの整備促進 

沖縄北及び沖縄南インターチェンジ周辺での渋滞緩和や池武当周辺の産業活性化支援

の ため、（仮称）池武当インターチェンジの整備促進が必要である。 

 

e) 沖縄市らしい景観形成 

沖縄本島中部の拠点として特徴のある商業景観を有している国道 330 号沿線や、異国

情緒あふれるコザゲート通り、現在拡幅工事がすすめられている県道 20 号線（くすの木

通り）沿線などにおける沖縄市らしい景観形成が必要である。また、北部に残る自然やグ

スク跡、御嶽など歴史文化等の景観資源の活用が望まれる。 

 

f) 都市のバリアフリー化の促進 

公共性の高い施設のバリアフリー化はもとより、誰もが安心して利用できる歩道空間の

整備、誰もが円滑に移動できる公共交通システムの確立など、都市のバリアフリー化の促

進が望まれる。 

 

g) 観光に関する課題 

近年増加している国内外からの観光客に対して、市域内の回遊性向上や宿泊機能の拡充、 

また、バリアフリー観光の推進が望まれる。 
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上記までを踏まえ本公園では、自然災害時における避難場所の役割と地域のコミュニテ

ィの場となることが求められ、また、バリアフリー、維持管理を見据えた公園計画が必要

である。 

 

4） 都市の目標 

マスタープランでは、沖縄市の限りない発展へと向かう市民の希望を都市の将来像とし、

基本目標を以下のとおり掲げている。 

 

 

 

図 3.6 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3 月) P41 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2 年 3 月) P42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.8 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3 月) P43 
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図 3.9 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3 月) P44 

 



3-9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.10 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2 年 3 月) P45 
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5） 土地利用の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.11 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3 月) P50 

 

 

 

 

 

 

図 3.12 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P51 
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図 3.13 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P52 

対象地 
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6） 市街地整備の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.14 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P45 

対象地 
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7） 道路・交通体系の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.15 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P56 
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図 3.16 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P59 

     

 

対象地 
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8） 緑と水の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.17 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2 年 3 月) P60 
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図 3.18 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P63 
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図 3.19 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2 年 3 月) P64 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.20 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P65 

 

 

対象地 
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9） 防災まちづくりの方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.21 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2 年 3 月) P65 
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10） まちづくりゾーン別構想 

ゾーン別構想は、都市づくりの方向性をゾーン単位で具体的にわかりやすく示すもので

あるとともに、それぞれゾーンごとの特性や課題に応じた目標増・整備方針を策定し、特

色あるまちづくりの推進を図るものである。 

対象地は、西部南ゾーンに位置づけられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.22 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P71 

対象地 
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11） 西部南ゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.23 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P122 

 

対象地 
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図 3.24 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P123 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.25 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P124 
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図 3.26 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P125 
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図 3.27 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P126 
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図 3.28 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P127 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.29 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2年 3月) P128 
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図 3.30 出典）沖縄市都市マスタープラン(令和 2 年 3 月) P129 

 

 

 

 

 

対象地 



3-27 

 

（3） 沖縄市スポーツ推進計画(沖縄市教育委員会 平成 26年 3月) 

沖縄市では、沖縄市スポーツ推進計画(沖縄市教育委員会 平成 26 年 3 月)を策定するに

あたり市民のスポーツに関する意識調査を実施している。 

 

1） 計画の位置づけ 

本計画は、「スポーツ基本法」第 10 条に基づく「地方スポーツ推進計画」であり、スポ

ーツ基本法の理念に則り、沖縄市におけるスポーツ推進を図るための総合的な計画として

策定するものである。また、国のスポーツ推進に関する方向性を示す指針である「スポー

ツ基本計画」を参酌するとともに、「沖縄県スポーツ推進計画」との整合性に留意して策定

する。さらに、沖縄市の最上位計画(※平成 26 年 3 月時点)である「第 4 次沖縄市総合計

画」におけるスポーツ分野の部門別計画として具体的な取組みの方向性を示し、各関連計

画との連携により取組みの推進を図るものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.31 出典）沖縄市スポーツ推進計画(平成 26 年 3 月)P3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園 
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2） 施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.32 出典）沖縄市スポーツ推進計画(平成 26 年 3 月)P8 
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図 3.33 出典）沖縄市スポーツ推進計画(平成 26 年 3 月)P14 
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3） 沖縄市立総合運動場の概要及び利用状況等 

沖縄市立総合運動場では、市内外のスポーツ振興の拠点として多種目に対応した施設が

充実している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.34 出典）沖縄市スポーツ推進計画(平成 26 年 3 月)P14 
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4） 市民のスポーツに関する意識調査 

沖縄市は、沖縄市スポーツ推進計画策定の参考資料として活用するため、市民の健康や

体力、運動スポーツ活動などの現状と意向を把握する目的で、本市在住の 20～79 歳のうち

3,000 人を対象としたアンケート調査を平成 25年に実施している。 

その結果、全体的に運動不足を感じている市民が多い中、年齢層が高くなるにつれて運

動不足を「①大いに感じる」と答えた割合が少なくなっている。普段、健康や体力に注意

している割合も年齢層が高くなるにつれ多くなることから、運動する意識が高い傾向にあ

ることがわかっている。主な運動は散歩・ウォーキングで 6 割以上を占めている。これは

日常的に取り入れやすいことが要因と考えられる。 

本公演の周辺には公共施設や公園が整備されていないことから、散歩やウォーキングな

どの簡単な運動で利用することを想定した計画案の立案が求められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.35 沖縄市スポーツ推進計画(平成 26 年 3 月)P57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.36 出典）沖縄市スポーツ推進計画(平成 26 年 3 月)P58 



3-32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.37 出典）沖縄市スポーツ推進計画(平成 26 年 3 月)P73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.38 出典）沖縄市スポーツ推進計画(平成 26 年 3 月)P116 
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（4） 沖縄市 37自治会ウォーキングマップ(2016年 3月) 

ウォーキングによる公園での健康づくりを検討するにあたり、「沖縄市 37 自治会ウォー

キングマップ」を参考にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.39 出典）沖縄市 37 自治会ウォーキングマップ(2016 年 3 月) 
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図 3.40 出典）沖縄市 37 自治会ウォーキングマップ(2016 年 3 月) 
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図 3.41 出典）沖縄市 37 自治会ウォーキングマップ(2016 年 3 月) 
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図 3.42 出典）沖縄市 37 自治会ウォーキングマップ(2016 年 3 月) 
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3.1.2. 自然的条件 

本公園における近年の気象状況を把握するため、気温と降水量、風環境について気象統

計データ(気象庁 HPデータ 2012～2021)から過去 10 年分を整理した。気温・風の観測は那

覇観測所、降水量は那覇・胡屋観測所のものを採用した。 

 

（1） 気温・降水量 

下表より、平均気温 23.3 度、最高気温 29.5 度、最低気温 17.7 度であった。 

平均降水量の合計は両観測所ともに 2,100mm 以上あり、全国平均が 1,700mm であること

から、本県は降水量が多い地域と言える。 

5～10 月は最高気温が真夏日とされる 30℃以上が続き、5、6 月は梅雨、8 月は台風の影

響により降水量が多い時期となる。7月の平均気温は高いが降水量が少なくなるため、植物

の蒸散量が多くなり乾燥被害を受けやすい時期となる。 

 

 表 3.1-1 過去気温年間の月別気温 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均 合計

最高気温(℃) 24.5 25.2 26.3 28.0 30.5 32.5 33.9 33.6 33.1 31.2 28.5 26.2 29.5 -

平均気温(℃) 17.3 17.5 19.1 21.5 24.2 27.2 29.1 29.0 27.9 25.5 22.5 19.0 23.3 -
最低気温(℃) 10.5 11.1 12.8 14.8 18.3 22.2 24.5 24.9 23.8 20.2 16.9 12.8 17.7 -
那覇平均降水量(mm) 101.6 114.5 142.8 161.0 245.3 284.4 188.1 240.0 275.2 179.2 119.1 110.0 180.1 2161.2
胡屋平均降水量(mm) 102.6 116.4 156.2 169.4 262.3 298.4 174.3 232.7 264.0 174.8 124.9 109.3 182.1 2185.3
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（2） 潮風の影響 

樹木が潮風にさらされると葉面に付着した塩分が気孔をふさぐことにより、呼吸作用の

妨げや、生理的乾燥をきたし樹木によっては枯死に至る場合もある。 

「沖縄県道路緑化基本マニュアル 沖縄県土木建築部(平成 23 年 4 月)」では、海岸から

の距離によって潮風の影響度を風環境圧とし、ランクをⅠ～Ⅴの 5段階で設定している。 

本公園は、内陸地に位置するため、風環境圧ランクⅤで潮風の影響は受けにくい。 

 

表 3.1-2 風環境圧ランク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.43 海岸からの距離 

 

  

3.0km 

風環境ランクⅤ 
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日数

北 N 471

北北東 NNE 571
北東 NE 303
東北東 ENE 174
東 E 314

東南東 ESE 370
南東 SE 372
南南東 SSE 181
南 S 220

南南西 SSW 237
南西 SW 125
西南西 WSW 78
西 WSW 17

西北西 WNW 26
北西 NW 49
北北西 NNW 145

風向

（3） 風向・風速 

10 年間の年間平均風速は 5.2m/s で、月別平均風速は 4.8～5.7m/s と一年を通して大き

な差異はなく、風力階級 3～4(ビューフォート風力階級表参考)に位置づけられる。9 月は

台風が接近する月であるため、台風の影響により最大風速が 20m/s を超えると推測できる。

月別の最多風向は 4 月～9 月が東南東～南西の南寄りの風が、10 月～3 月は北～北北東と

北寄りの風となっている。 

また、10年間の日最多風向の合計日数は北北東が 571 日と最多で、次いで北が 471 日と

多くなっている。 

このことから、本公園の当該設計範囲は、冬場の乾燥した季節風の影響が大きいと推察

される。 

表 3.1-3 月別風速・最大風速・最多風向 

 

 

表 3.1-4 最多風速日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間

平均風速(m/s) 5.1 5.1 5.1 5.1 4.8 5.4 5.5 5.2 5.1 5.7 5.1 5.4 5.2

最大風速(m/s) 13.6 13.2 13.3 13.9 12.8 14.5 18.1 18.5 21.9 18.4 12.7 13.9 15.4
最多風向(16方位) 北北東 北北東 北 東南東 東南東 南南西 南東 南東 東南東 北北東 北北東 北北東 北北東

471
571

303

174

314

370

372
181

220237

125

78
17
26
49

145

北

北…

北東

東…

東

東…

南東

南…

南

南…

南西

西…

西

西…

北西

北…

䦅
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（4） 台風の影響 

季節風以外にも、沖縄地方は台風の主要進路にあたりその接近数が多く、最盛期に発達

した台風がよく襲来する。沖縄地方は、台風がその進路を西より北に変えて進むところに

当たることから通過するまでの時間が長く、暴風雨の時間が長いという特徴がある。 

台風の風向きについては、東シナ海を台風の中心が通過する場合は、「東→北→西」と時

計回りに風向きが変化する。太平洋側を通過する場合は、「東→北→西」と反時計回りに変

化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.44 海岸からの距離 

 

本公園においても、台風の風向は季節風と異なり一定の方向ではなく、台風の位置によ

り四方八方から強風が吹きつけるため、樹木に対する台風の影響は大きい。 

このことから、植栽直後の未活着な状況で起こる傾倒木を防止するための支柱、初期活

着後に樹木を支える根系の発達を促す植栽基盤の整備が求められる。 
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（5） 土壌環境 

植物の地下部(根系)に対して、影響がある自然環境の一つに土壌環境が挙げられる。

樹木の主な生育阻害要因として、窒素、リン酸、カリ等の土壌養分の不足や固結土壌によ

る通期・透水性の不良等が挙げられる。そこで、自然的土壌環境と表層地質の 2 点に着

目して整理した。 

沖縄県地図情報システム土地分類基本調査図の土壌図と表層地質図(沖縄県地図情報

システムホームページ http://gis.pref.okinawa.jp/pref-okinawa/Portal)より、本公園

の土壌と表層地質を整理した。 

 

 

表層地質図を見ると、本公園は琉球石灰岩層と国頭礫層の間に位置する。どちらも水

はけが良い地質の為、排水性は良好と考えられる。 

土壌図からは、細粒黄色土が分布していることがわかる。一般的に国頭マージと呼ば

れ、沖縄県本島中北部・石垣島・久米島・伊平屋島・伊是名島・慶良間諸島等に広く分布

している赤色～黄色を呈する酸性の粘性土である。土壌は粗粒質から細粒質まであり、

雨による浸食を受けやすく、下層土は緻密で透水性、通気性が悪い。 

以上の事から、本公園は水はけが良い地質と考えられるが、土壌は締まりやすい性質

であるため、土壌調査を実施し、その結果により植栽基盤を検討する必要がある。 
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3.1.3. 社会的条件 

（1） 沖縄市 

沖縄市は、沖縄本島の中部に位置し、面積 49km2 の約 9 割が標高 100m 以下の地域で、

中城湾に面する東海岸部から斜面地域が連坦しながら、西北部の丘陵域へと広がり、北

はうるま市・恩納村、南は北谷町・北中城村、西は嘉手納町・読谷村に接し、南東は中城

湾に面している。 

市を自然的、社会的、経済的及び文化的諸条件から、北部、中部、東部、西部地区の 4

地区に区分しており、本公園は西部地区に位置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.45 沖縄市のシンボル 

 

 

（2） 防災条件 

本公園は、土砂災害、津波災害、洪水災害等の影響を受けにくい地域に区分されてい

ることから、特別な防災施設のハード整備は必要ないが、地震や火災時に備えた地域の

一時避難場所となるスペースを確保する必要がある。次頁に、「災害時におけるコザ運

動公園内施設の役割」を示す。 

 

 

  

沖縄市の市章は、沖縄市の「お」をデザインしたものです。 

3 つの円をガッチリ組合せ、市民の調和、希望、平和をあらわしてい

ます。 

 

市民の花〈ハイビスカス〉 
(昭和 49 年 10 月 26 日制定) 

市民の木〈ビロー〉 
(昭和 49 年 10 月 26 日制定) 

市指定観葉植物〈クロトン〉 
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図 3.46 沖縄市地域防災計画 
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3.1.4. 過年度成果品 

（1） 令和 4 年 コザ運動公園施設等整備工事（基本計画）_計画業務 

令和 4 年度の基本計画業務においてコザ運動公園の再編計画の方針が検討されている。

現地踏査まとめ及び、課題の抽出・整理を抜粋し、次頁に示す。（※その他の詳細な検討内

容については、第 4章-1 の基本計画内容の整合性確認にて示す。） 
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図 3.47 現地踏査まとめ（ 令和 4年度 コザ運動公園施設等整備工事（基本計画）より引用） 



3-46 

 

表 3.5 課題の抽出・整理（ 令和 4年度 コザ運動公園施設等整備工事（基本計画）より引用） 
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（2） 令和 4 年 コザ運動公園施設等整備工事（基本計画）_設計業務 

令和 4 年度の設計業務において、コザ運動公園出入口の移設に伴い、新設交差点の詳細

設計が実施されている。交差点の計画平面図及び、を次頁に示す。 
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図 3.48 交差点計画平面図（ 令和 4年度 コザ運動公園施設等整備工事（基本計画）より引用） 

右折滞留長の計算値は 20m のため、
最小値の 30m とした。 

民有地のため交差点詳細設
計の対象外とした。 

右折滞留長の計算値は、96.2m であ
るが、過年度成果の推計及び沖縄南
IC 間の距離により 110m とした。 当該地はコザ運動公園内の基本計画を実

施しているため、線形が不確定となる。 
したがって、本業務では参考図を示す。 
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図 3.49 交差点計画縦断図（ 令和 4年度 コザ運動公園施設等整備工事（基本計画）より引用） 

現況勾配と同等の 1.2～1.3％とする 
No.177 より起点側は、既存の中央分離帯を
残すことから、縦断線形は参考とする。 
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図 3.50 交差点計画横断図（1）（ 令和 4年度 コザ運動公園施設等整備工事（基本計画）より引用） 

現況高に合わせる 
（No.177 より起点側） 

切削オーバーレイとする 

切削オーバーレイとする 
官民境界まで歩道とする 

側溝から 50cm の床掘幅を取っ
た位置まで舗装改良とする 

現況高に合わせる 
（No.177 より起点側） 
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図 3.51 交差点計画横断図（2）（ 令和 4年度 コザ運動公園施設等整備工事（基本計画）より引用） 

  

切削オーバーレイとする 官民境界まで歩道とする 

既設側溝は活用する 

街渠側溝から50cmの床掘幅を取
った位置まで舗装改良とする 

側溝から 50cm の床掘幅を取っ
た位置まで舗装改良とする 

切削オーバーレイとする 

官民境界まで歩道とする 

側溝から 50cm の床掘幅を取っ
た位置まで舗装改良とする 

既設の中央分離帯縁石から 30cm
離した位置まで舗装改良とする 

既設側溝は活用する 

街渠側溝から50cmの床掘幅を取
った位置まで舗装改良とする 
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3.2. 各種設計条件の整理と確認 

コザ運動公園における各種設計条件を整理したため、次頁より示す。 

 

3.2.1. 駐車台数の条件 

アリーナ付近の駐車場整備を実施しているプロジェクト推進室より提供された資料を基

に、既存の駐車台数を確認したため、以下に示す。※（）は身障者用駐車桝 

本計画では、既存の駐車台数以上の駐車桝を確保した計画とする必要がある。 

 

■A 駐車場：104 台 

■B 駐車場：41 台 

■C 駐車場：109 台+（7 台） 

■D 駐車場：50 台+（2 台） 

■E1 駐車場：74 台+（5 台） 

■E2 駐車場：37 台+（2 台） 

■F 駐車場：85 台 

■H 駐車場：35 台+（5 台） 

    計：535 台                     ⇒535 台以上を確保 

 

プロジェクト推進室より提供された既存台数集計図は次頁より示す。 

※ただし新設の駐車台数（赤字）については決定ではないため、参考程度とする。 
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図 3.52 既存台数集計図（プロジェクト推進室より提供） 

  

A駐車場：104台 

C 駐車場：109 台＋7台 

D 駐車場： 
50 台＋2台 

E1 駐車場： 
74 台＋5台 

B 駐車場：41 台 

業務範囲 

⇒B駐車場 
⇒A駐車場 

⇒C駐車場 
⇒D駐車場 
⇒E1 駐車場、E2 駐車場 

⇒H駐車場 

｝F駐車場 

H 駐車場： 
35台＋5台 

F 駐車場：85 台 

¥¥ 
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3.2.2. 駐車場の割り当て 

都市公園内行為許可基準の運用規定（平成 26年 7月）にて、コザ運動公園内の施設にお

いては、各駐車場の割り当てが定められているため、以下に示す。 

※立体駐車場の割り当てや運用は今後検討予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.53 園内施設における駐車場の割り当て 

（H26.都市公園内行為許可基準の運用規定より引用） 
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3.2.3. 園内ウォーキングコース 

コザ運動公園の指定管理者が設定しているウォーキングコース資料を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.54 ウォーキングマップ設置箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.55 ウォーキングマップコース図 
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3.3. 各種設計基準の抽出と適用の確認 

3.3.1. 関係法令の整理 

コザ運動公園における関係法令（各種設計基準）を整理したため、以下より示す。また

本業務における車両用通路は公園内における通路であるが、参考として一部、道路構造令

を引用する。 

 

（1） 駐車場 

1） 駐車桝 

駐車桝については以下の基準値を用いることとする。 

■小型車駐車桝：2.5m×5m 

■大型車駐車桝：3.3m×13m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.56 駐車桝（R3 年 道路構造令 p.671） 

  

駐車桝の幅は、沖縄市人にやさしいまちづくり
環境整備要綱より引用（次頁参照） 
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図 3.57 駐車桝（H27 年 沖縄市人にやさしいまちづくり環境整備要綱 p.9） 
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2） 身障者用駐車桝の台数 

身障者用駐車桝については以下の台数以上を確保することとする。 

 

■535 台×0.02％ 

＝10.7 台  

≒11 台以上を確保 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.58 身障者用駐車桝の台数（H27 年 沖縄市人にやさしいまちづくり環境整備要綱 p.8） 
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（2） 車路 

車路については以下の基準値を用いることとする。関係法令及び引用先は以下より示す。 

■幅員（車路）     ：3.0ｍ＋路肩 0.5m 

■幅員（駐車場内の車路）：3.0m（片側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.59 車路の幅員（R4 年 コザ運動公園施設等整備工事（基本計画）p.1-4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.60 路肩の幅員（R4 年 コザ運動公園施設等整備工事（基本計画）p.1-6） 

 

 

 

  



3-60 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.61 駐車場における車路の幅員（R3 年 道路構造令 p.674～p.676） 
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（3） 園路 

園路については以下の基準値を用いることとする。関係法令は次頁より示す。 

■幅員（新設出入口―体育館間）：4.5ｍ（施設帯 0.5m 含む） 

■幅員（その他新設園路）   ：4.0ｍ（施設帯 0.5m 含む） 

 

■縦 断 勾 配：4％以下（やむを得ない場合 8％以下） 

■横 断 勾 配：1％以下（やむを得ない場合 2％以下） 

■擦り付け勾配：5％以下 
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図 3.62 新設出入口―体育館間の幅員 

（R4 年 コザ運動公園施設等整備工事（基本計画）p.1-7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.63 その他新設園路の幅員 

（R3 年 道路構造令 ｐ19.p.257） 
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図 3.64 園路の縦断勾配（H27年 沖縄市人にやさしいまちづくり環境整備要綱p.72） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.65 園路の縦断勾配（H19 年 沖縄県福祉のまちづくり条例 p.34） 

 

 

 

 

 

 

図 3.66 園路の擦り付け勾配（H19 年 沖縄県福祉のまちづくり条例 p.34） 
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（4） 公園出入口 

公園出入口については以下の基準値を用いることとする。関係法令は次頁より示す。 

■幅員（出入口）  ：120 ㎝以上 

■擦り付け勾配   ：5％以下 

 

 

 

 

 

  



3-65 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.67 公園出入口（H19 年 沖縄県福祉のまちづくり条例 p.32） 
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図 3.68 公園出入口（H19 年 沖縄県福祉のまちづくり条例 p.33） 
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（5） 階段・スロープ 

1） 階段 

階段については以下の基準値を用いることとする。関係法令は以下に示す。 

■水平部分  ：120 ㎝以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.69 階段（令和 4年 都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン p.46） 
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2） スロープ 

スロープについては以下の基準値を用いることとする。関係法令は以下に示す。 

■有効幅   ：120 ㎝以上 

■縦断勾配  ：8%以下 

■登り口・降り口に 150 ㎝程度の水平部、高さ 75 ㎝ごとに水平部を設ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.70 階段（令和 4年 都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン p.49） 
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（6） 標識 

標識に関する関係法令を抜粋し、以下より示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.71 標識（令和 4年 都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン p.91） 
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（7） 視覚障害者誘導用ブロック 

視角障害者用誘導用ブロックに関する関係法令を抜粋し、以下より示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.72 点字ブロック 

（平成 27年沖縄市人にやさしいまちづくり環境整備要綱 p.62） 
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図 3.73 点字ブロック 

（平成 27年沖縄市人にやさしいまちづくり環境整備要綱 p.63.p.64） 
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3.4. 詳細調査（設計対象地とその周囲） 

設計対象地とその周囲の状況を把握するために現地踏査を実施した。現地踏査結果を次

頁以降に整理する。 
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図 3.74 現況図 

●公園業務（園路及び駐車場基本設計） 

・施設の活用を高める配置計画 

・公園利用者の利便性を向上する公共交通機関の導入計画 

（シャトルバスやタクシーなどの乗降所） 

・公園利用者の安全を確保する歩車分離計画 

・各種イベント時の慢性的な渋滞緩和対策 

・市街地方面から沖縄アリーナへの歩車道の動線計画 

・公園利用者の散策、休憩を安全かつ快適とする計画 

・敷地内の高低差を踏まえた計画 

・公園利用者を誘導・案内する適切なサイン計画 

●現地踏査チェックポイント 

主な業務内容を踏まえ、以下の視点で園内を踏査した。 

・敷地内の高低差 

（D駐車場と E1 駐車場、新設交差点出入口等） 

・駐車場の出入口の位置、駐車場の状況 

・沖縄アリーナへの動線状況の確認 

・園内ウォーキングコースの確認 

・既存サインの確認 

・バリアフリー対応の状況 

・既存の側溝や桝の確認 

・冠水場所の確認 

・新設交差点の仮整備の状況 

業務範囲 
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図 3.75 A 駐車場・B駐車場周辺 

・陸上競技場やコザしんきんスタジアムへ続く
園路となっている 

・歩行者出入口から園内へは、急勾配（14%）の
園路となっている 

・B 駐車場へつながる車路及び園路が急勾配
（15%）である 

・B 駐車場は、グラウンド通りから車が入出庫
できる 

・B 駐車場横の三角地は駐車桝の区切りである
縄紐があるが、見えにくい 

・A 駐車場と B 駐車場は、高低差（約 2.6ｍ）が
あり、階段となっている 

・市街地方面へとつづく園路となっている 

・管理棟方面へ続く園路となっている 
・園路際はヤシ類が多い 

・A 駐車場は高低差のない駐車場である 

・A 駐車場は園内の車路から入出庫できる 
・アコウの大木は半枯れし、状態は悪い 

・平常時、A 駐車場の利用は多くない 

・A 駐車場横に園路が整備されている 
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図 3.76 旧出入口・陸上競技場北側周辺 

・公園管理事務所及び駐車場がある 

・高木による緑陰が形成されている 

・陸上競技場北側に管理車両用出入口がある 
・ソテツが繁茂している 

・ウォーキングコースに指定された園路となっ
ている 

・緑地に挟まれた園路となっている 

・市街地方面へのアクセス路は、車道のみで歩
道がない 

・緑地において、休憩及び飲食をしている市民
がみられた 

・旧出入口は中央分離帯で区切られ、時計塔の
モニュメントが設置されている 

・四阿やベンチ、水飲みが設置されている 

・アンツーカー舗装の園路となっている 
・緑地に背比べやハンモックが設置されている 

・陸上競技場へ続く園路で、植樹帯を挟んで歩
車分離が図られている 

・陸上競技場内へつづく階段があるが、普段は
使用されていない 
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図 3.77 C 駐車場・D駐車場周辺 

・コンクリート製のデザイントイレが設置され
ている 

・外周緑地はリュウキュウマツと常緑樹を主体
として形成されている 

・D 駐車場の出入口周辺は、植樹帯を挟んで歩
車分離が図られている 

・サブグラウンド東側は、住宅地方面に抜ける
園路となっている 

・平常時、C 駐車場の利用が多くみられた 

・園内北側と屋外トイレ間は高低差があり、旧
出入口側からのみアクセス可能である 

・C 駐車場西側の園路で、歩車分離が図られて
いる 

・自動販売機が設置されている 
 

・D 駐車場と体育館前には、高低差（約 1.6m）
があり、緑地帯となっている 

・陸上競技場のメインエントランスとなってい
る 

・C 駐車場と体育館前には、高低差（約 1.6m）
があり、階段及びスロープとなっている 

・平常時、D 駐車場の利用は多くない。 
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図 3.78 新設交差点・E駐車場周辺 

・開閉門時間が示されたサインがある 
 

・平常時、E2 駐車場の利用は多くない 
・屋根付きの身障者用駐車桝がある 

・E1 駐車場の園路で歩車分離が図られている 
・ウォーキングコースを示す矢印がある 

・平常時、E1 駐車場及び E2 駐車場の利用は多
くない 

・E1 駐車場と体育館前は、高低差（約 1m）があ
り、階段となっている 

・D 駐車場と体育館前は高低差（約 1.6m）があ
り、スロープとなっている 

・通路の中心には迷惑駐車防止としてポールが
設置されている 

・出入口は歩車分離が図られている 
・緑地との高低差は法面で処理されている 

・緑地帯で歩車分離が図られている 
 

・テニスコート沿いの園路となっている 
・ボックスカルバートにつながる集水桝がある 

・新設交差点が完成し、公園出入口が仮整備さ
れた 
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図 3.79 弓道場・H駐車場周辺 

・通路の中心には迷惑駐車防止としてポールが
設置されている 

・弓道場と武道館の間には回廊が設置されてお
り、通り抜けができる 

・ボックスカルバートにつながる集水桝がある 
 

・ウォーキングコース沿いに園内マップが設置
されている 

・H 駐車場の入口まで、歩車分離が図られてお
り、点字ブロックが設置されている 

・高架下の通路となっており、壁画が飾られて
いる 

・公園北側出入口は急勾配（9.7％）であり、滑
り止めとしてアンツーカー舗装となっている 

・高架下が H 駐車場となっている 
・平常時、H 駐車場の利用はやや多い。 

・H 駐車場内は一方通行である 
・橋脚によって視界が狭い 

・H 駐車場沿いは歩車分離が図られており、点
字ブロックが設置されている 

・H 駐車場南側は、ポールによる歩車分離が図
られている。 
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図 3.80 F 駐車場周辺  

・F 駐車場への車路は緩やかな勾配（4%以下）
となっている 

・H 駐車場の出口は橋脚によって、やや見えに
くくなっている 

・F 駐車場内は緩やかな勾配（3％程度）となっ
ている 

・F駐車場と H駐車場の高低差が少ない箇所は、
ガードレールと緑地帯で処理されている 

・市道から H 駐車場内へは、階段が取りつけら
れている 

・平常時、F 駐車場の利用は多くない。 

・沖縄アリーナを案内するサインが設置されて
いる 

・ちゃんぷる～広場の横は、カラー舗装の歩道
となっている 

・市道沿いに歩道及び点字ブロックが整備さ
れ、歩車分離が図られている 

・高架下をの市道であるため、8%以上の勾配と
なっている 

・F 駐車場と H 駐車場間は高低差（最大約 2.3
ｍ）があり、フェンスが設置されている 
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